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論文

デイサービスにおける支援効果と支援技能

鈴木みな子１）　都崎　博子２）　鷹部屋宏平３）　黒巣　照美４）　比嘉　充吉５）

伊藤　直子６）　千葉　智之７）　小川　正幸８）　織田つや子９）

The Effect and The Skill of Day Service to Support Elderly with Handicaps

Minako Suzuki１）, Hiroko Tsuzaki２）, Kohei Takabeya３）, Terumi Kurosu４）, Mitsuyoshi Higa５）

Naoko Ito６）, Tomoyuki Chiba７）, Masayuki Ogawa８）, Tsuyako Oda９）

１．デイサービス事業の発展経過と本研究の目的

デイサービスは、全国に先駆けて東京都が1974

（S49）年に補助事業を開始したことに始まり、高

齢者福祉対策が入所中心のサービスから在宅サー

ビスへと大きくシフトしていく1980年代直前の

1979年に国によって制度化が行われ、全国的な展

開が開始された。その後、1989（H1）年のゴー

ルドプランにおいては、デイサービスはホームヘ

ルプサービス、ショートステイサービスと並んで

在宅3本柱の重点施策となり、整備目標値1万ヶ所

が掲げられ、施設は増加していった。1990（H2）

年には全国977ヶ所であったデイサービスセン

ターは2000（H12）年の介護保険制度開始時には

8,037ヶ所に増えている［1］。その後の介護保険制

度下では、「通所介護事業」と名称が変わり、事

業内容は、従来の①基本事業（生活指導、日常生

活動作、養護、家族介護者教室、健康チェック、

送迎）、②通所事業（入浴サービス、給食サービ

ス）、③訪問事業（入浴サービス、給食サービス、

洗濯サービス）の組み合わせによる体系から、「日

常生活上の世話、機能訓練、相談援助等の生活指

導、に入浴、給食、送迎が加算」される単一類型

になった。介護保険制度以前の東京都においては、

要約：

　デイサービスの支援効果について、利用者インタビューを行いグランデッドセオリー法を用い

て、利用者が認知する支援効果15項目を導き出した。次に、その支援効果を生み出している因子

について「物理的環境誘因」「人的環境誘因」「運営システム環境誘因」の3側面から誘因分析を

行い、デイサービスにおいて実践されている職員の支援技能の体系と構造について考察した。障

害が不利にならずに活動に参加できる環境整備や人々と交流を促す多様なコーナー作りなどの物

理的環境づくり、職員による対人援助技術と当事者間の相互支援、利用システムや職員体制など

の運営システムのあり方の3側面の支援環境が相乗的に作用しあって、デイサービスの支援効果

をうみだしている構造を明らかにした。

キーワード：デイサービス、利用者インタビュー、自立支援、支援効果、支援技能

１）浦和大学総合福祉学部　　　Faculty of Comprehensive Welfare, Urawa University
２）三鷹市高齢者センターいちょう苑　　　Ichoen Day Service Center for The Elderly
３）幸町デイサービスセンター　　　Saiwaicho Day Service Center for The Elderly
４）東村山市北部地域包括支援センター　　　Northern Higashimurayama Home Care Support Center
５）池上高齢者在宅サービスセンター　　　Ikegami Day Service Center for The Elderly
６）向丘高齢者在宅サービスセンター　　　Mukogaoka Day Service Center for The Elderly
７）昭島市高齢者在宅サービスセンター愛全園　　　Aizenen Day Service Center for The Elderly
８）親の家デイサービスセンター　　　Oyanoie Day Service Center for The Elderly
９）浦和大学短期大学部非常勤講師　　　Department of Care Welfare, Urawa University

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

https://core.ac.uk/display/234763266?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


鈴木みな子　都崎博子　鷹部屋宏平　黒巣照美　比嘉充吉　伊藤直子　千葉智之　小川正幸　織田つや子：デイサービスにおける支援効果と支援技能

2

デイサービス事業は高齢者在宅サービスセンター

事業と呼ばれ、国の事業の他に、老人保健法によ

る機能訓練事業やショートステイ事業、相談事業

も含まれ、高齢者在宅サービスセンターは地域に

暮らす要介護高齢者にとってまさしくセンター的

機能を果たす存在であった。そのような時代のデ

イサービスから比べると、介護保険制度下での通

所介護事業は、サービスメニューが縮小されて日

帰り介護という性格が強調され、相談機能は居宅

介護支援事業との関係で限定化され、より介護者

の負担軽減目的が強調されるようになったと言え

よう。その後、介護保険制度の経過とともに、施

設数は2001（H13）年には9,138ヶ所、2003（H15）

年には12,498ヶ所、2005（H17）年には17,652ヶ所

に増加し［2］、民間事業者の参入、介護度のより重度

な利用者の増加、1日の利用者受入数の拡大、利

用者による利用回数や時間の選択、などが進む一

方、介護給付額は低く経営の厳しさを加速させて

いる。しかし、介護保険制度の居宅サービスの中

でもデイサービスの利用度は高く、要介護１では

38.1％、要介護２では41.6％の利用度がみられ［3］、

人気のあるサービスといえる。その理由として、

他サービスの利用料金と比べると比較的低額で、

介護者が定期的に1日のまとまった時間を介護か

らはなれる事ができ、機能訓練や生きがい活動を

含め、入浴や食事、送迎もひっくるめて受けられ

る便利なサービスとして利用者に受け止められて

いるのではなかろうか。また、2006（H18）年の

介護保険制度改革においては、介護予防通所介護

が要支援１・２の利用者を対象に別立てとなり、

運動機能向上や栄養改善などによる介護予防効果

が一層期待されるところとなった。

このように、デイサービスは時代の要請のなか

で、利用対象や事業内容、利用システムが変化し

てきているが、通所する高齢者自身にとってもデ

イサービスの利用効果は大きい。事業創設時から

「閉じこもり予防」「介護予防」「通所形態という

外出効果」「生活の活性化」「仲間作り」「趣味生

きがい作り」などのデイサービス特有の利用効果

は変わらぬ評価を得ているといって良いのではな

かろうか。「利用当初は家族に勧められて嫌々な

がら通所していた利用者が、1，2ヶ月経過するう

ちに、自分から進んで楽しみに通うようになり、

心身ともに生き生きとして在宅生活の継続が図ら

れる」姿をデイサービス職員は、経験的に理解し

ており、ホームヘルプサービスなどとは異なるグ

ループワークの援助技術を駆使している。しかし、

デイサービスの支援効果やデイサービス職員の専

門性、支援効果と専門技術との関係については、

経験知としてわかっていても、客観的な検証作業

は遅れている。

筆者らは、デイサービスを利用する高齢者を

サービス対象としてみるのではなく、サービス利

用により問題解決を行う主体者として捉える視点

から、利用する当事者へのインタビュー調査を

2003～4年に行い、利用者によって認知されたデ

イサービスの支援効果内容を明らかにした［4］。ま

た、2005年からは、支援効果を生み出す誘因を分

析することにより、デイサービス職員のどのよう

な支援技能が支援効果に結びついているのかを明

らかにする試みを行ってきた。デイサービスが他

のサービスと異なる独自の支援効果は何か、そこ

で求められる職員の支援技法は何か、を理解する

ことは、居宅サービス計画や通所介護計画を作成

する上で、アセスメントによって導かれた個々の

ニーズにどのような働きかけを行えば良いのかを

特定し、根拠のある客観的なサービス提供を行っ

ていくことをより可能にする。また、デイサービ

ス職員の技能開発において何を学習すべきかが明

らかになっていく。本研究はデイサービスにおけ

るスキル研究であり、ソーシャルワークスキルの

枠組みが基盤になっている。今回得られた結果は、

仮説の域を出ないものではあるが、デイサービス

の支援技能の体系［5］及び構造を明らかにするた

めの第一歩となりうるものであると考える。

２．利用者インタビューから明らかになったデイ

サービスの支援効果

筆者らは、2003年8月～2004年1月に、東京にあ

る11ヶ所のデイサービスセンターにおいて、50人

の利用者へのインタビューを行い、グランデッド

セオリーの手法を用いて利用者がデイサービスの

支援効果について語ったセンテンスからカテゴ

リー化し、表1のような15項目の支援効果を導き

出した。
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＜調査概要＞

調査目的　　利用者である要介護高齢者が認知す

る支援効果項目を洗い出し、当事者

側からの支援効果概念を明らかに

する。

調査方法　　利用者への半構造化インタビューに

よる質的調査

調査対象　　東京都社会福祉協議会センター部会

の会員施設のうち調査協力の了解

が得られたデイサービスセンター

11ヶ所の利用者50人

調査者　　　研究者　2

デイサービス現役職員及びOB　5

社協職員　2

計9人

調査場所　　利用者の通所するデイサービスセン

ター

＜分析方法＞

①利用者へのインタビュー（40～50分）「デイサー

ビスがあなたの生活の役に立っているところはど

んなところですか」→②録音を文字に変換し、支

援効果を語っているセンテンスを抜き出して分析

シートに落とし込む（分析シートの項目：「どの

ような背景ニーズ」があり、「どのようなサービ

ス要素」によって、利用者は「どのように支援効

果として認知」したか）→③利用者の会話から洗

い出された支援効果をカテゴリー化

＜分析事例＞

男性，76歳，要介護３（脳梗塞による片麻痺），

妻が介護，通所期間8年

利用者「考えてみると、やっぱり家内も少しは楽

になれるということがありまして・・介

護サービスのあれで・・・。家内も体が

弱くていろいろな病気をしたんです。私

が倒れてから介護しているうちに倒れ

まして・・・」

調査者「ご心配でしたね。」

利用者「白内障とか結石とかいろいろありまして。

体が弱いものですから、少しでも楽させ

てやりたいと思うのですけれども。私が

どこかに泊まって自由にするというこ

とができませんので、日中だけでもこう

して私がここに来れるようにして。そし

て私もこういうところなら自由に勉強

ができるし、みんなとも話し、そしたら

女房も助かると思って。みんないい先輩

ばかりおりまして、職員さんがみんなよ

くしてくださいますので。本当にそれで

助かっているわけです。」


「本人が語る支援効果の背景」

自宅では、体の弱い妻が介護しており、介護

疲れで倒れたこともある 

「その支援効果を生み出しているサービス要素」

日中、定期的にデイサービスで自分が過ごす

ことで、妻を自分の世話から解放してやれるこ

と 

「本人が認知している支援効果」

妻に少しでも楽させてやりたい、という介護

者の健康への気遣いを形に表せる。

「支援効果センテンス」

体の弱い家内に少しでも楽させてやりたい
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大項目 中項目 小項目

01 生活の基盤が整えられる 01 食事サービスを受けられる 01 大勢で会食するので楽しく食欲がわく

02 年寄り向きの、栄養バランスの良い食事内容

03 自宅での食事改善につながった

04 個人の身体の状態や嗜好に配慮した食事

05 準備や後片付けをしなくて済む

02 外出の機会が得られる 01 安心して無理なく行ける外出先である

02 外の世界、季節や自然に触れられる

03 自宅以外に過ごせる場所がある 01 ずっと通える場所

02 気を使わずにいられる場所

03 家族から離れて過ごせる場所

04 自宅の近くに利用施設がある

05 自由な過ごし方を決められる

04 送迎サービスを受けられる 01 送迎サービスがあるので、デイサービスに参加できる

02 送迎サービスが支えになって、通い続けられることができる

03 送迎車内での交流がある

02 介護サービスがあり、在宅

生活を継続していく希望や

安心感を持てる

01 入浴サービスを受けられる 01 自宅では入れないお風呂に入れる

02 安全で快適な入浴サービスが受けられる

03 家族に気兼ねなく入浴できる

02 行き届いた世話をしてもらえる 01 小さな変化にも気づく見守りがある

02 何から何までしてもらえる

03 職員の対応が専門的である 01
03 健康な生活が送れる 01 血圧を測ってもらい体調変化がわかる 01

02 健康への関心や意識が高まる 01
03 健康に関する相談ができ助言がもらえ

る

01

04 デイサービスに通うことで健康でいら

れる

01 デイサービスに来て具合が良くなった

02 寝たきりにならないように、デイサービスに通う

03 頭を使う機会になる

05 生活リズムができる 01
04 主体性や意欲のある生活を

つくりだす

01 通所日には自分から準備する 01
02 休まずに通い続ける事が目標になる 01
03 センターで過ごす時間は充実感がある 01 やることがあって有意義な時間を送れる

02 家にいるより気が紛れて良い

04 1週間の残りの日にも張りが出る 01 次の通所日を楽しみに待つ

02 通所した翌日は気楽に家ですごせる

05 将来への希望がわいてきた 01
05 リハビリ効果がある 01 地域で継続したリハビリが受けられる 01 リハビリを受けたことでADLが向上した

02 リハビリ継続のお陰で在宅生活が続けられた

03 専門家による指導がうけられる

04 痛みが軽減される

05 辛いリハビリが楽しくできる

06 心のリハビリになる

02 体操プログラムが体に良い 01
03 センターでの生活そのものがリハビリ

になる

01 手工芸等の多様なプログラム活動を行う事がリハビリになる

02 歩く機会や活動量が多くなり、体力がつく

03 話をする機会が多くなり、言語障害が改善された

04 センターはバリアフリーなので自立度

が高まる

01 安心して歩ける環境などで歩行の自立が促進される

02 設備が整っているので自立動作が促進される

05 自宅での生活行動範囲が広がった 01
06 趣味や生きがいができた 01 趣味活動の楽しさに出会えた 01 初めて趣味活動を体験して楽しい

02 多様な活動種目を選択できるのが楽しみ

03 自分にも無理なく取り組めるように教えてくれる

04 作り出す喜びが味わえる

05 日常生活でも興味の幅が広がった

02 昔やっていた趣味を再び始められた 01
03 レクリエーション活動が楽しい 01
04 季節行事が1年を過ごす目標になる 01
05 作品を発表する機会が励みになる 01
06 教わった手工芸を自宅でも楽しんでい

る

01

07 趣味活動のできる環境がある 01
08 安く教われる 01

表１　利用者インタビューから導き出されたデイサービス支援効果カテゴリー
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07 何歳になっても学習し成長

する機会が必要

01 学校へ通うような楽しみがある 01
02 上達や達成する喜びがある 01
03 自分のためになることが学べる 01
04 新しい事に挑戦する意欲がわいてくる 01
05 人はいつまでも何かできる 01

08 自信を回復する 01 病気から再び生き返った実感を持てる 01
02 自分にもまだ出来る事があると自信を

取り戻す

01 得意なことを発揮して仲間から認められる

02 あきらめていたことをもう1度出来るようになる

03 家族から作品をほめられて自信がつく

09 集団で活動を行う良さがあ

る

01 集団で活動する楽しさがある 01 仲間と一緒にやるのが楽しい

02 競争意識や欲が出て努力する

02 集団の中だから継続できる 01 仲間と一緒だからやってみる気になる

02 人前では自分に厳しくなって頑張れる

10 当事者間で相互支援する 01 同じ体験をしているので共感しあえる 01
02 ありのままの自分を出しても大丈夫 01
03 お互いの生きる姿に励まされる 01
04 助け合おうという気持ちが生まれる 01
05 自分を客観視できるようになる 01
06 役に立つ情報が得られる 01
07 他の人々に触れて人生勉強になる 01

11 途絶えていた人間関係を取

り戻す

01 人とのお付き合いができる 01 当たり前の世間話ができる付き合いがもてる

02 負担のない適度な距離の付き合いが出来る

03 大勢の様々な人々とつきあえる

04 おしゃべりも楽しみな活動のひとつ

02 新しい友達ができる 01 友達が増えた

02 同年代や同じ境遇の話し相手ができる

03 うちとけた仲間がいる

04 活動を通じて自然に仲良くなる

05 自分に合う友達が見つけられる

03 おしゃべりを楽しんでストレス発散が

できる

01

04 孤独の寂しさから逃れられる 01
05 仲間と新しい活動を始める 01

12 社会の一員としての自覚を

取り戻して行動する

01 社会の規律ある集団への参加 01 社会ルールにあわせるよう努力する

02 身だしなみに気を付けるようになる

02 集団への所属感を持つ 01
03 他の人々を思いやる気持ちが生れる 01
04 人の役にたつ有用感を持つ 01 体の不自由な人の手助けをしてあげられる

02 自分の経験を話して人の役に立つ事が出来る

03 センターやグループがよりよくなるように協力する

05 若い世代との交流を楽しむ 01 若い世代のことが理解できるようになる

02 若い職員とつきあうことが楽しい

03 実習生の若者に人生を教える

13 家族と良い関係が持てる 01 家族の介護負担を少しでも楽にしてあ

げられる

01

02 家族に自分の時間を持ってもらえる 01
03 家族が外出できるようにしてあげられ

る

01

04 家族の気持ちを楽にしてあげられる 01
05 持ち帰った作品を通じてコミュニケー

ションが増える

01 家族とのコミュニケーションが増える

02 近所づきあいのきっかけになる

06 デイサービスでの出来事を話すことで

家族との会話が広がる

01

07 家族が自分に関心をもつ 01
14 相談援助や精神的支援を受

けられる

01 生活の心配が相談できる 01
02 話を聞いて気持ちを受け止めてもらえ

る

01

03 他サービスの利用や情報を受けられる 01
15 職員のあたたかい接し方が

心の支えになる

01 愛情のこもったていねいな世話をして

もらえる

01

02 職員の世話に安心感がもてる 01
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大項目 中項目 小項目 支援効果センテンス

11 途絶えていた人間関係

を取り戻す

01 人とのお付き合いがで

きる

01 当たり前の世間話がで

きる付き合いがもてる

転居し近所に知り合いもないが、センターに来るとお付き

合いが出来る

皆がそろっているか見るのが楽しみで、声かけができる関

係。他の人と話すことで楽しませてあげようと思う。また

具合が悪かった利用者が元気になるとわが身を振り返って

よけいうれしい

友達ができ世間話のできる相手を得たことで楽しく時を過

ごすことができる

たわいもない話だが、お話することは大事なことだと思う

地元のスーパーなどの話ができる

02 負担のない適度な距離

の付き合いが出来る

ここだけのお付き合いが程よい

センターの友達は文句言ったり、こぼしたりする人が居ず、

それが良い

近所に座る人と誰とでも自然とおしゃべりができる仲の良

いつきあいができている（逆にいえば、特定の人と深いつ

きあいにはなっていないので、かえって気を遣わないです

んでいる）

いきる希望がでてきて前向きな気持ちになっているので、

昔話ばかりをしているよりも、むしろ新しいつながり、関

係の中で前向きに生きていきたい、これからだという気持

ちになっている

なまじ近いセンターだと、お友達が加齢によって状況が変

わっていることを目の当たりにしてしまう。かといって会

いに行かないわけにもいかないというしがらみがでてきて

しまう。ここのセンターは少し遠いのでかえってそういう

しがらみから自由な点がよいと感じている

近所の人はあまりしゃべらない。しゃべるものがない。近

所の人はどこへ行ってもずっとみていて嫁の悪口を言って

いると言われてしまう。だからここに来てすてきな友達が

できて喜んでいる

ばか言って笑える付き合いが、神経を使ってはいけない持

病に最適

近所づきあいと違って、人の悪口を言わないセンターでの

人間関係に満足している

気を使うこともなく、他人に干渉する人もいない

ここだけの気楽なお付き合いが良い

03 大勢の様々な人々とつ

きあえる

家でヘルパーが話相手だけより、大勢の人々とつきあえて

楽しい

いっぱい友達はいるのね

家にばかりいないで、外に出て世間を広くすることは大事

特に親しい人がいなくても、大勢の人達と会っておしゃべ

りするのが楽しい

04 おしゃべりも楽しみな

活動のひとつ

プログラムに参加しなくても、皆と一緒におしゃべりする

だけで十分

無理の無い活動の中で、好きなおしゃべりが楽しめる

のんびりと友達とバカ話をしたりして、これほど心休まる

ところはほかにはない

表２　支援効果項目を構成するセンテンス（利用者インタビューから抽出）例
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（１）利用者により認知されたデイサービス支援

効果

１）生活の基盤が整えられる

自宅に暮らしているといっても家から一歩

も出られない生活では地域で暮らしていると

は言えないが、デイサービスセンターは病気

や障害があっても、安心して外出できる場所

である。自宅以外に過ごせる場があり、大勢

での楽しい会食の機会が得られ、そこへは送

迎サービスが利用できる、そのことで、よう

やく地域社会に暮らすという実感をもてる。

２）介護サービスがあり、在宅生活を継続してい

く希望や安心感を持てる

利用者は、今後、更に身体が不自由になっ

たらどうしよう、という不安を抱きながら暮

らしている。デイサービスの職員は自分の状

態の小さな変化にも気づくような行届いた世

話をしてくれ、自宅では入れなくなったお風

呂に入ることもできる。そのことが、不安を

抱えながらも、自宅での暮らしを続けていこ

うという希望につながる。

３）健康な生活が送れる

デイサービスで毎朝行われる健康チェック

によって、利用者は自分の身体状態の把握や

病気の心配を相談し、自分自身で健康管理を

意識して行うようになった。また、通所によっ

て生活のリズムが整えられ、気持ちに張りが

できるため、デイサービスに通うこと自体が

健康のもとになっている。

４）主体性や意欲のある生活を作り出す

人から世話を受けるだけの受身の生活をし

ていると、1日や1週間の暮らしは変化が無く

長い。デイサービスで過ごす1日が充実して

いると、通所日を待ち遠しく思って、カレン

ダーに印をつけ、体調を整えて、自分から支

度しようという意欲がわいてくる。やること

がある、目的を持って暮らすという生活の主

体者としての自分を取り戻せた。

５）リハビリの効果がある

利用者は、身体機能が今以上に悪くならな

いようリハビリを継続したいという希望を強

く持っているので、退院後もリハビリを継続

できる場があることは重要である。また、狭

義のリハビリ訓練のみでなく、デイサービス

での1日の活動そのものやバリアフリーの設

備そのものがリハビリ効果につながっている

と認めている。

６）趣味や生きがいができた

病気や障害により、すっかりあきらめてい

た趣味活動に再び出会えて「楽しい」「嬉し

い」「喜ぶ」という感情を取り戻していく。

デイサービスにはさまざまな活動種目があり、

障害があっても自分に無理なく取り組めるよ

う工夫してあるので、趣味活動を楽しむ事が

でき、単に命をつないでいるだけではない喜

びのある生活が送れるようになる。

７）何歳になっても学習し成長する機会が必要

高齢になっても、新しいことに挑戦し、向

上することを目指せる機会が必要であると利

用者は述べている。人としての可能性に挑戦

し続ける事が生きている実感を与え、その機

会をデイサービスの活動に見出している。

８）自信を回復する

かつては、家族や職場を支えていた利用者

だが、デイサービスに来た時点では「自分は

もう何も出来なくなってしまった」と自信を

喪失し、何事にも消極的で引っ込み思案に

なっている。それが、プログラム活動に参加

する中で、他の利用者や職員にほめられ認め

られる機会を持つ事ができて徐々に自信を回

復させていく。

９）集団で行う良さがある

集団の中だからこそ、周囲につられてやっ

てみる気になり、一人では続かない活動も継

続する事ができる。また、人前という意識や

ライバル意識があるのも、自分の頑張りに

なっている。

１０）当事者間で相互支援する

同じ時代を生きてきた人生の苦労、病気や

障害を持つ身の辛さ、家族との関係の難しさ

など、同じ立場だからこそ深い共感を持って

わかりあえると同時に、自分とは異なる大勢

の人々の生きる姿を見て、自分を客観視でき

たり教えられたりする。そういった、当事者

同士が持つ相互支援力により、癒されエネル

ギーを与えられていく。
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１１）途絶えていた人間関係を取り戻す

自宅に閉じこもりがちの生活や外出困難の

状況は、地域社会での人々との交流から利用

者を遠ざけてしまっている。それが、デイサー

ビスに来て大勢の人々と交流し、当たり前の

世間話ができる生活を取り戻す。あっさりし

たお付き合いから打ち解けたお付き合いまで、

自分に負担にならぬ範囲で人付き合いができ

るのが良い。

１２）社会の一員としての自覚を取り戻し行動する

デイサービスも小さな社会を構成しており、

人前に出ても恥ずかしくないよう身だしなみ

に気をつけ、そこでのルールを守り、自分に

出来ることで人の役に立ち、所属集団の一員

としての行動を自分に課していくことが大人

としての自尊心を回復させていく。

１３）家族と良い関係が持てる

自分がデイサービスに通うことで、家族の

介護負担を身体的にも精神的にも軽減できる

効果を、家族に示せる思いやりとして利用者

の側から認識している。また、デイサービス

での出来事や持ち帰った作品を媒介に、家族

との会話が増え関係が良くなった。

１４）相談や精神的支援を受けられる

日常的な場面のなかで、自分の心配事や辛

い気持ちを受けとめてもらえたり、生活の相

談に乗ってもらえる相談機能を有している。

１５）職員のあたたかい接し方が心の支えになる

職員の接遇に愛情のこもった丁寧さを感じ、

自分が大事にされている思いが心の支えにな

るという、職員の態度そのものから伝わる効

果。

（２）デイサービスが持つサービス効果の独自性

この調査結果から、他の居宅サービスと異なる

デイサービス独自の支援効果を見出す事ができた。

第1に、通所という行為により生活圏の広がりや

能動性が生み出されるサービス形態から生じる支

援効果である。第2に、集団場面や利用者間の相

互作用を媒介として支援効果が生じていることで

ある。第3に、デイサービスでの様々なプログラ

ム活動が支援効果につながるきっかけとなってい

ることである。第4に、利用者の口から語られた

デイサービス支援効果は、職員によって与えられ

たものではなく、利用者自身が通所場面のなかか

ら、あるタイミングにおいて、自分の力であるい

は当事者間の相互支援作用により獲得していった

ものである。

ある利用者が「デイサービスの良いところは、

自由にさせてもらう中で、自分で何かを見出して

いくこと」と述べている。自身の老後に予想して

いなかった、障害者としての日々が待ち受けてお

り、例え、病院から退院しても、心は病人のまま

で、自宅で世話を受けるばかりの受身の日々を

送っていた。デイサービス開始当初はそのような

状態から出発し、デイサービスでの人々との出会

い、日々の活動体験の中から、知らず知らずのう

ちに、心のリハビリとでも言える効果が積み重ね

られていく。同じ立場、しかし、様々の人生の姿

に触れることは、自分の現状を受け入れ自分が持

てる力を再発見することとなり、再び、不自由な

体ではあるが自分の力で残りの人生を歩き続けよ

うとする意思を獲得していく。利用者が認知する

デイサービス支援効果とは、このような目に見え

ない内面での支援効果がまず中核にあり、外面に

現われる身体機能面や生活面での効果を支えてい

る。デイサービス職員の支援技術とは、そのよう

な支援効果がひとりひとりの利用者に現われるよ

う、あらゆるチャンスを捉えて個人のニーズに支

援環境をつなげ、利用者が自らを変えていくチャ

ンスを生み出すことである。支援効果につながる

設備、プログラム活動、人間関係など有効な環境

を利用者のまわりに散りばめ、利用者が持つ力が

発揮されるよう条件を整えていくことである。

３．インタビュー調査結果からの支援効果を生み

出す誘因分析作業

次の段階として、筆者らは、2005年4月から、

調査結果によって導き出された支援効果を生み出

している支援因子を明らかにする分析作業を始め

た。この分析作業により、デイサービスにおける

職員の専門技術が体系化されること、利用者への

支援効果と職員による支援技能との因果関係を明

らかにし、支援技能をより意図的に活用できるよ

うになる指標作りを行うこと、その結果、通所介

護計画への応用が可能になることを期待した。
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（１）支援効果の誘因分析方法

前回の調査結果により明らかにされたデイサー

ビス支援効果15項目について、それを生み出して

いると考えられる環境因子について、「物理的環

境誘因」「人的環境誘因」「運営システム環境誘因」

の3つの側面から分析作業を行った［6］。支援効果

を生み出している因子＝誘因を分析する範囲とし

て、単に職員が直接的に働きかける対人援助技術

だけをとりあげず、設備などの物理的環境や、運

営システム環境を含めて「環境」として捉え分析

を行うことにした理由は、先に述べたように、デ

イサービスにおける支援は自立支援であり、利用

者が主体者となって自分の抱えている問題解決や

デイサービス利用目的のために、支援環境を活用

していくことが大切であると考えたからである。

利用者を中心に捉えた時、職員の存在や支援行為

もまた、利用者にとっては使うことのできる支援

環境のひとつであると考えられる。身体障害や認

知症のある利用者が、障害を持っている事が支障

や不利とならずに活動に参加し、人との交流を進

めていくためには、建物や設備、福祉用具などの

環境整備が求められる。また、デイサービスがマ

ンツーマンの単一メニューによるサービスではな

く、グループ場面を活用し、複数メニュー提供を

特徴としていることを考えると利用者の受け入れ

システムや利用システムなどの運営システムによ

る影響も分析範囲にふくめる必要があると考えた。

3つの環境誘因の内容には次のような項目が含ま

れる。

「物理的環境誘因」

デイサービスセンターの各種設備や道具、イ

スやテーブルの配置、インテリアなど

「人的環境誘因」

職員による個別援助技術やグループワーク、

ネットワーキングなどの援助技術および利用

者の相互作用力など

「運営システム環境誘因」

利用者の受け入れシステム、職員体制、サー

ビス提供システムなど

分析作業は、デイサービスの現職員7人に過去

にデイサービス職員としての職歴がある研究者2

人の計9人を3人ずつ3チームに分け、インタビュー

調査結果の支援効果項目をチームごとに担当して

3者の討議により分析、その結果を全体討議に戻

して検討していった。作業内容は、まず、インタ

ビュー調査結果の支援効果センテンスから直接的

に求められる誘因を考え、次に、インタビューか

らは直接的に求められないが、デイサービス職員

がその支援効果を生み出すために日常的に業務と

して行っているその他の援助行為を洗い出した。

支援効果大項目 支援効果中項目 支援効果センテンス［7］
インタビューから求め

られる支援効果誘因

インタビュー以外に想定

される支援効果誘因

途絶えていた人間関

係を取り戻す

人とのお付き合いが

できる

「転居し近所に知り合いもな

いが、センターに来るとお付

き合いができる」

同質性がある集団なのでコ

ミュニケーションが取りやす

い【運営】

送迎サービスがあるので、お

付き合いの場まで行かれる

【運営】

高齢者が長い時間座っても疲

れないイスやクッションの工

夫をしている【物理的】

テーブルの上に利用者が自宅

の庭からもってきた花や手芸

作品を飾って、会話がはずむ

ように配慮している【物理的】

複数の居場所が用意されてい

るので、気の合わない人とは

無理に接しなくてすむ【物理

的】

「センターの友達は文句言っ

たり、こぼしたりする人がい

ず、それが良い」

職員が明るい話題を提供して

楽しい会話になるようグルー

プに介入している【人的】

「近所に座る人と誰とでも自

然におしゃべりができる仲の

良いつきあいができている」

職員が話しの合いそうな利用

者同士の組み合わせを考え

て、テーブルの配置を考え、

座席へ誘導している【人的】

【物理的】物理的環境誘因　【人的】人的環境誘因　【運営】運営システム環境誘因

表３　支援効果「途絶えていた人間関係を取り戻す」の誘因分析例
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（２）分析結果

１）デイサービス支援技能の体系化

15項目の支援効果ごとに分析し、洗い出されて

きた誘因は631の支援因子に及んだ。それを全体

に集約し、KJ法によってカテゴリー化した結果、

表4、表5のような結果となり、物理的環境誘因で

は11の中項目、22の小項目に、人的環境誘因では

25の中項目、44の小項目に、運営システム環境誘

因では14の中項目、30の小項目に分類された。

カテゴリー中項目 カテゴリー小項目 支援効果を生み出している支援因子

物理的環境誘因 多様なコーナーがあ

り、利用者は過ごす場

所や過ごし方を選択で

きる

01 活動別のスペースがあ

る

リハビリ、趣味生きがい活動（クラブ活動）専用のスペースがある

園芸のできる屋外のスペースがある

大勢の集団でリハビリや体操できるスペースがある

大きな声を出しておしゃべりしても回りに迷惑がかからない空間が

ある

02 その日の気分や状況に

応じて過ごす複数の

コーナーがあり選択で

きる

いくつかのエリアやコーナーから場所が構成されていて、目的や気

分に応じて居場所が選択でき、自由に行き来ができる

複数の居場所が用意されているので、気の合わない人とは無理に接

しなくて済む

自分の好きな事が行えるスペース・場がある

03 認知症など、心身の状

態に合わせて過ごせる

スペースがある

認知症の利用者などそれぞれの状態に合わせた場がある

ソファーや畳の部屋などゆったり過ごせる家庭的な雰囲気作りが行

われている

04 気の合う人達との仲間

作りが行えるスペース

がある

お茶を飲んだり、花を見たり、小さなゲームなどリラックスでき、

自然交流できる環境がある

気のあった仲間と少人数で、おしゃべりを楽しんだり一緒に過ごせ

るコーナーがある

複数のコーナーがあり、自分に合った活動や仲間のいる居場所を選

択して仲間作りができる

05 集団と距離を置いて、

一人で過ごせる場所が

ある

図書コーナーなど活動に参加しなくても自由に過ごせる場所が設け

られている

精神的負担を感じることなく、自由な過ごし方ができる居場所づく

りが行われている

積極的な他者との交流を望まない利用者に対しても、仲間の活動や

交流を眺めることで参加している気分になれる居場所や、一人で過

ごせる居場所を用意している

表４　誘因分析によって洗い出された支援因子のカテゴリー化例

表５　デイサービス支援効果を生み出す環境誘因

大項目 中項目 小項目

物理的環境誘因 01 バリアフリーの設備や道具があり、身体障害

等があっても安心して利用できる

01 障害者が不利を感じないで過ごせるバリアフリーの設備がある

02 利用者の参加や自立を促す設備や道具の工夫がある

03 虚弱者が無理をしないで過ごせる設備がある

04 介護の必要な利用者への設備がある

02 多様なコーナーがあり、利用者は過ごす場所

や過ごし方を選択できる

01 活動別のスペースがある

02 その日の気分や状況に応じて過ごす複数のコーナーがあり選択

できる

03 認知症など、心身の状態に合わせて過ごせるスペースがある

04 気の合う人達との仲間作りが行えるスペースがある

05 集団と距離を置いて、一人で過ごせる場所がある

03 複数のサービスメニューを提供できる設備が

整備されている

01 リハビリ、給食、入浴など複数のサービスメニューが提供でき

る設備が整備されている

02 多様な趣味活動の材料や道具が整備されている

04 プログラム活動の成果を発表する場所がある 01
05 健康チェックできる器具が整備されている 01
06 利用者や家族が相談しやすい場作りが行われ

ている

01 利用者の話を気軽に聞くことのできるコーナーがある

02 プライバシーの守られる、相談室がある

03 福祉機器の展示や、介護に関する情報誌などが展示されている

コーナーがある

07 人との交流を促す環境設定が工夫され整えら

れている

01 人との交流を促す居場所や動線が工夫され整えられている

02 人との交流のきっかけになるような道具や設備が工夫され整え

られている

08 社会性を促す設備や道具がある 01
09 快適さやもてなしの心を感じさせる設備があ

り、利用満足度を高めている

01
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10 安心感、安全感を感じさせる設備がある 01
11 利用者の身近な場所に施設がある 01

人的環境誘因 01 【個別利用者への援助技術】利用者の個別ニー

ズに応じたサービスや介護の提供を行ってい

る

01 利用者の個別ニーズに応じたサービスや介護の提供を行ってい

る

02 利用者の心身状態や生活歴、嗜好などの情報を把握して、職員

間で共有している

02 【個別利用者への援助技術】利用者の健康状態

や心身の状態把握を行って、その日の利用者

の状態に応じた援助を行っている

01

03 【個別利用者への援助技術】障害をもつ利用者

が不利にならないような援助を行っている

01

04 【個別利用者への援助技術】ひとりひとりの利

用者との援助関係を確立している

01 日頃のかかわりにおいて、利用者との信頼関係を確立している

02 職員と利用者という役割関係だけでなく、人生の先輩、一人の

人間としてかかわる姿勢がある

05 【個別利用者への援助技術】相談支援を行って

いる

01 日常的な会話のなかから、ニーズの発見を行う

02 利用者の話を共感、受容的態度で傾聴するなど、相談を展開し

ていく対人援助技術がある

03 問題解決にあたっての適切な介入を行う

06 【個別利用者への援助技術】利用者の主体性を

尊重した援助を行っている

01

07 【個別利用者への援助技術】意欲を引き出す援

助を行っている

01

08 【個別利用者への援助技術】潜在能力を引き出

す職員の援助技術がある

01

09 【個別利用者への援助技術】自信を回復させる

援助を行っている

01

10 【グループ形成とグループ展開の援助技術】グ

ループの良い雰囲気づくりを行っている

01

11 【グループ形成とグループ展開の援助技術】ひ

とりひとりの利用者を他の利用者やグループ

につないでいく役割を取っている

01 ひとりひとりの利用者を他の利用者やグループにつないでいく

役割を取っている

02 利用者間の共通項を見出したり、相性を考えて、グルーピングや、

席の配置を行う

12 【グループ形成とグループ展開の援助技術】グ

ループの中で、個人の能力を引き出し発揮で

きるように援助し、評価が得られることによっ

て自信や意欲を回復できるように援助してい

る

01

13 【グループ形成とグループ展開の援助技術】グ

ループが良い方向に発展していくように、必

要に応じた利用者間への介入や関係調整を

行っている

01 グループが良い方向に発展していくように、必要に応じた利用

者間への介入や関係調整を行っている

02 職員が対人関係におけるモデル行動を示すことで、利用者間の

対人関係に良い影響を及ぼす

03 グループの相互作用が働くように促す

14 【グループ形成とグループ展開の援助技術】グ

ループが持つ性質を活用して、利用者の社会

性の回復を促進する

01

15 【プログラム活動提供の援助技術】プログラム

活動の開発を行っている

01 グループメンバーの心身の状況に合わせたプログラム活動の開

発や工夫を行う

02 利用者の多様な（活動希望）ニーズに対応できるようなプログ

ラム活動を整備する

03 活動への参加を通じて、グループへの所属感が深まる効果を生

み出すプログラムを開発する

04 季節感や社会との接点など、リアリティのあるプログラムを開

発する

05 自宅でも作れたり、作品を持ち帰って家族に喜ばれるなど、自

宅での生活に活用できる作品作りを開発する

06 作品や活動の成果を発表する場作りを開発する

07 感情の発散あるいは、情緒の安定に役立つプログラムを開発す

る

16 【プログラム活動提供の援助技術】利用者の

個別ニーズに応じたプログラム活動の提供を

行っている

01 利用者の生活歴などの情報を活動に活かして参加動機を高める

02 個別利用者の心身の状況に合わせたプログラム活動の提供方法

を工夫する

03 段階を追って上達でき、達成感が持てるようなプログラム活動

の提供方法を工夫する

04 大人の作品としての達成感がもてるように、さりげない手助け

や工夫を行う

17 【援助の質】安全で安心できる介護や世話を

行っている

01

18 【援助の質】利用者が大切にされていると感じ

られる接遇態度がある

01 年長者として接する言葉遣いや態度がある

02 笑顔ややさしい言葉かけなどのあたたかな対応をしている
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19 【援助の視点】利用者の人権を尊重する職業倫

理観や社会福祉の価値観を持っている

01

20 【援助の視点】通所しない曜日を視野に入れ

た、利用者の生活の全体性や継続性への視点

を持った援助を行っている、1週間の生活リズ

ムを生み出している

01

21 【情報提供の援助技術】利用者のQOLが向上す

るような情報提供を行っている

01

22 【ネットワーク形成の援助技術】医療機関との

連携により、健康状態への適切な対応を行っ

ている

01

23 【ネットワーク形成の援助技術】ケアマネ

ジャーや他のサービス提供事業者との連携を

図っている

01

24 【ネットワーク形成の援助技術】家族への連絡

調整を行い、デイサービス場面と家庭での生

活の継続性を図っている

01

25 【利用者による相互支援活動】当事者間で相互

支援を行っている

01 利用者間で支えあっている

02 職員は利用者間の相互支援を見守っている

03 利用者はグループがより良くなるように自発的な働きかけを

行っている

運営システム環境誘因 01 利用者を中心とした組織の運営理念がある 01
02 複数のサービス提供を行っているので、利用

者の幅広い生活ニーズに対応できる

01 通所の機会に個人のニーズに応じたサービスを複数利用できる

メリットがある

02 送迎サービスがあるので通所を可能にしている

03 高齢者向きの献立で食事サービスを行ってる

03 マニュアル作成により、サービス水準の確保

が行われている

01

04 年齢や障害など多様で多数の利用者を常に受

け入れていく体制があるので、利用者は多く

の人々と出会え、様々な人間関係を展開して

いくことができる

01

05 複数の専門性を持つ職員体制があるので、利

用者の個別ニーズに専門的な対応ができる

01 多職種の配置があり、専門的な対応ができる体制がある

02 職種間連携によるチームアプローチがなされている

03 職員の質を保つために、一定の採用基準を設けている

06 見守りの職員体制がとれる 01 見守りの体制がとれる

02 必要に応じてマンツーマンの体制がとれる

07 通所介護計画にもとづいたサービス提供が行

われる

01 利用者や家族と共に通所介護計画を作成している

02 施設内カンファレンスを行っている

03 サービス担当者会議など、ケアマネジャーや他のサービス提供

機関との連携体制を築いている

04 通所介護計画にもとづいたサービス提供が行われる

05 一人一人の活動目的にそった評価を行う

08 利用者の希望に応じる柔軟な利用システムが

ある

01 利用者の個別ニーズに応じて、利用の曜日や時間、開始や中止

などを決めることができる

02 利用者の個別ニーズに応じて、利用頻度が決められ、臨時の利

用変更にも対応している

03 個別ニーズの変化に応じて、提供するサービスメニューや提供

方法を変更することができる

04 利用者の希望で、継続した利用ができる

09 利用者が気持ちよく過ごせるように、センター

独自の集団ルールを作っている

01 センター独自の集団ルールを作っている

02 タイムスケジュールに基づくサービスやプログラム活動の提供

が行われる

10 利用しやすい価格設定をしている 01
11 介護する家族に対して、相談や情報提供、家

族の会などの支援体制を持っている

01 家族に対し、文書や来所や訪問により相談を受ける体制を整え

ている

02 広報誌などにより、センターの運営や利用に関する情報を伝え

ている

03 家族会や介護講習会、家族参加行事など、家族のためのプログ

ラムがある

12 併設施設の事業の利用が容易にできるように

便宜がはかられる

01

13 地域社会との交流場面を設定している 01
14 ボランティアの活用が図られている 01 ボランティアの活用や実習生の受け入れが図られている

02 ボランティア、プログラム活動の講師、実習生が活動開始する

にあたって、事前のオリエンテーションを実施している
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２）デイサービス支援技能の構造化

また、分析を行った結果、ほとんどの支援効果

において、「物理的環境誘因」「人的環境誘因」「運

営システム環境誘因」が相乗して効果につながっ

ていることがわかった。例えば、「途絶えていた

人間関係を取り戻す」の支援効果においては、ま

ず、「物理的環境誘因」として、障害を持つ利用

者や虚弱な利用者が、長い時間疲れずに無理なく

過ごし、おしゃべりを楽しめるコーナー作りや、

気の合う仲間と自由に行き来できる動線の確保、

会話がはずむようなテーブルの上の花や小物、

ゲーム類などの道具の設置がある。その上で、「人

的環境誘因」として、利用者が気取らずにありの

ままの自分を出して人とつきあえる雰囲気作り、

利用者の生活歴や興味関心などの情報を把握し、

ひとりひとりの利用者を他の利用者やグループに

つなぎ、時には、他者に触れられたくない話題や、

誰かの悪口など、マイナス効果を生じる話題を回

避するグループへの介入などの職員による働きか

けが行われている。利用者自身も励ましの声を掛

け合う、役割を取り合うなど、自発的に相互の働

きかけを行っている。またそれらは、「運営シス

テム環境誘因」として自分では外出できなくなっ

た利用者への個別ニーズに対応する送迎サービス

の提供や、年齢や障害など多様で多数の利用者を

受け入れていく体制、曜日や時間、利用回数など

利用者が無理なく自分の事情に合わせて継続利用

できるよう希望に応じる柔軟な利用システムに支

えられている。このようなデイサービスの支援構

造は、従来から無意識のうちに職員によって、整

えられていたものであるが、今回、あらためて3

側面から分析したことにより構造化が行えた。

４．デイサービスにおける支援技能と支援効果と

の関係性

分析結果から明らかになった支援環境誘因には、

職員が最初から支援効果をねらって意識的に行っ

ている「対人援助技術」や「プログラム開発」の

ように分析作業前から予想できていた要素もあれ

ば、目の前の利用者ニーズに応じて対応してきた

ことが、今回の分析であらためて支援効果との因

果関係が再認識された「多様なコーナーづくり」

「交流を促す道具や設備の工夫」のような要素も

ある。また、職員の行為ではなくすでにデイサー

ビスの制度運営枠組みである「複数サービスメ

ニューの提供体制」や「幅広い利用層の受け入れ」

などが支援効果の重要因子になっていることを認

識したものもある。今回の分析作業のなかで明ら

かになってきた支援技能と支援効果の関係につい

て、デイサービスの特徴を表すと思われる事柄は

次のようなものであった。

（１）物理的環境づくりの支援技能と支援効果

物理的環境誘因のなかで、先の利用者インタ

ビュー調査結果から導き出された支援効果15項目

のうちの過半数以上の支援効果の誘因として認め

られた項目として、「バリアフリーの設備や環境

があって安心して利用できる」「多様なコーナー

図１　デイサービス支援技能の構造
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があり、利用者は過ごす場所や過ごし方を選択で

きる」「複数のサービスメニューを提供できる設

備が整備されている」がある。また、3分の1以上

の支援効果項目に共通する誘因としては「人との

交流を促す環境設定が工夫され整えられている」

「プログラムの成果を発表する場所がある」「安心

感、安全感を感じさせる設備がある」の項目が続

く。これらの6項目はデイサービスにとって基盤

的な物理的環境の条件といえるかもしれない。「バ

リアフリーの設備や環境があって安心して利用で

きる」は、介護サービス提供の場であれば、当た

り前のことかもしれないが、その事が、様々な要

介護、虚弱の状態にある利用者の安心な外出先と

して利用者の地域生活の範囲を広げ、障害がある

ことで不利にならない活動への参加条件を整えて、

趣味生きがいの再獲得や人々との交流の機会を生

み出すなど、多くの支援効果の基盤になっている

ことが検証されたことはICFの考え方に共通する。

利用者を受け入れるためにバリアフリーにするの

ではなく、利用者が本来持っている自分の力を発

揮できるようにするために、バリアフリー環境が

必要なのであるという解釈の重要性である。

また、今回の分析で明らかになった物理的環境

として「多様なコーナーづくり」と支援効果との

関係が注目されてよいだろう。この項目は特に支

援効果「途絶えていた人間関係を取り戻す」「主

体性や意欲のある生活を作り出す」との関係が濃

く見られた。「多様なコーナーづくり」の中身は

更に「活動別のスペースがある」「その日の気分

や状況に応じて過ごす複数のコーナーがあり選択

できる」「認知症など、心身の状態に合わせて過

ごせるスペースがある」「気の合う人達との仲間

作りが行えるスペースがある」「集団と距離を置

いて、一人で過ごせる場所がある」の下位項目か

ら構成されている。前者の支援項目との関係は比

較的理解しやすいと思われるが、後者との関係は

意外な発見である。両者ともに、居場所をその日

の身体の状態や気分にあわせて選択できる、とい

うところが重要になってくるのであろう。あると

きは、一人で過ごすという選択も含めた強制され

ない身のおき方、過ごし方が結果的に意欲や主体

性につながり、人との交流を無理なく起こして行

く条件になっていることに注目したいと思う。デ

イサービスというと、だだっ広いデイルーム的な

フロアを想像しがちだが、少人数で目的に応じて

過ごせる複数のコーナーを設置し、選択の機会を

支援していくことの大切さを示している。

「プログラムの成果を発表する場所がある」は

デイサービスセンターにとっては、おなじみの風

景といって良いかもしれないが、趣味生きがい活

動の張り合いというだけの意味でなく、仲間の目

に触れ評価される機会を得ることで、自信回復、

意欲や主体性、人との交流や相互支援の機会を生

み出す場として作用している。

（２）職員による対人援助技術及び当事者による

相互支援力と支援効果

人的環境誘因は25項目が分析され、「個別利用

者への援助技術」「グループ形成とグループ展開

の援助技術」「プログラム活動提供の援助技術」

「ネットワーク形成の援助技術」「情報提供の援助

技術」「援助の質」「援助の視点」の職員による支

援技能と「利用者による相互支援活動」の8つの

グループに分かれている。15の支援効果と関係の

濃い上位項目には「利用者の個別ニーズに応じた

サービスや介護の提供を行っている」「グループ

が良い方向に発展していくように、必要に応じた

利用者間への介入や関係調整を行っている」「プ

ログラム活動の開発を行っている」「当事者間で

図２　デイサービス支援効果を生み出している主要な物理的環境因子
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相互支援を行っている」「ひとりひとりの利用者

との援助関係を確立している」がある。支援効果

との関係性の濃さや支援技能間での順序や関係を

考えると、人的環境誘因25項目の全体イメージは

次のようになる。

人的環境誘因については次の点について注目し

たい。第1に、グループが個別利用者にとって意

味あるものとなる前提には、職員と利用者の個別

援助関係の確立があり、それを軸にひとりひとり

をていねいに他の利用者と親しくなれるよう、共

通の話題を見つけたり、コミュニケーション障害

をカバーしてつないでいることである。第2に、

職員は、利用者間の関係が常に最適な状態を保つ

ように自然な形でグループ関係に介入している。

敬遠されがちな利用者が排除されないように職員

が緩衝役となって受け止める、悪口や批判などの

話題の回避、利用者間での贈り物のやり取りなど

がマイナスに働かないような介入、お互いに助け

合ったり思いやったりできる機会を生み出すなど

の介入をタイミングよく行うために、常にグルー

プの相互関係から目を離さずに全体を見守ってい

るかかわりである。第3に、デイサービス職員は

日々のプログラム活動の企画や実践に多くの労力

を費やしている。「利用者の心身の状況に合わせ

たプログラム活動の開発」「利用者の多様な要望

に応えるためのプログラム活動の整備」「活動へ

の参加を通じてグループへの所属感が深まる効果

を生み出すプログラム活動の開発」「季節感や社

会との接点などリアリティのあるプログラム活動

の開発」「自宅に持ち帰り家族からの評価を引き

出せるようなプログラム活動の工夫」「作品や活

動の発表の場作り」「感情の発散や情緒の安定に

つながるプログラム活動の開発」など、支援目的

に応じたプログラム活動のバリエーションを生み

出している。プログラム開発や提供に関する支援

図３　デイサービス支援効果を生み出している人的環境因子
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技能は、単に支援効果「趣味生きがいができた」

から分析されただけでなく、「主体性や意欲のあ

る生活をつくりだす」「自信を回復する」「途絶え

ていた人間関係を取り戻す」「社会の一員として

の自覚を取り戻して行動する」「家族と良い関係

が持てる」に関する誘因分析からも導き出された。

プログラム活動の開発と個人へ結び付ける支援技

能がデイサービスにおいて、非常に重要な位置を

占めるものであることがわかる。第4に、当事者

間での相互支援は、職員による直接的なケア提供

以外の支援効果項目の全てにおいて影響を与えて

いた。利用者は、グループを楽しい雰囲気にしよ

うと声を掛け合い、お互いの作品をほめあい、自

分の得意なことは教えあい、社会としてのルール

を生み出して尊重しあい、思いやりや好意を受け

止めあい、お互いに不自由な体で通所する姿を見

せ合うことで励ましあっている。当事者間の相互

支援は、職員には替えがたい独自の支援力となっ

ていて、それが、集団活動の良さ、当事者間相互

支援行為、社会性の回復、リハビリ効果、意欲や

主体性の回復など広範な範囲の支援効果を生み出

す因子となっていた。

（３）運営システムと支援効果

デイサービスセンターの運営システムは介護保

険制度の法令に基づいて行われているので、職員

の支援技能として位置づけるのは違和感があるか

もしれない。しかし、今回の分析の結果、「複数

のサービス提供を行っているので、利用者の幅広

い生活ニーズに対応できる」「利用者の希望に応

じる柔軟な利用システムがある」「複数の専門性

を持つ職員体制があるので、利用者の個別ニーズ

に専門的な対応ができる」「年齢や障害など多様

で多数の利用者を常に受け入れていく体制がある

ので、利用者は多くの人々と出会え、様々な人間

関係を展開していくことができる」「通所介護計

画に基づいたサービス提供が行われる」「介護す

る家族に対して、相談や情報提供、家族の会など

の支援体制を持っている」の6項目は、多くの支

援効果に共通した環境誘因として導き出され、重

要な存在である事がわかった。例えば、送迎、入

浴、食事、リハビリ、趣味生きがい活動、介護、

相談などの複数機能の提供は、利用者が生活問題

を解決していくために利用できるサービスとして

認識されているだけでなく、具体的なサービスを

窓口として二次的支援効果をもたらしている。

サービスを利用して生活の質が向上することが生

活への意欲や主体性を取り戻すきっかけとなり、

送迎コースを同じくする道中でのコミュニケー

ションが特別な親しみを生み、窓からの景色で町

の様子に触れる事ができる。また、送迎時間が設

定されているので家族は安心して帰宅時間まで自

分の予定を入れる事ができ、利用者自身も出かけ

る準備を自分から行いやすくなる。医療職を含む

専門職チームの構造は、病気を持つ利用者にとっ

て地域で暮らし続ける安心感を支えていた。また、

柔軟な利用システムは、利用者自身が自分でどの

曜日に何回何時間通うか、休むか、続けるか等を

決められる気楽さを保障し、主導権を利用者側が

持ち自分に適した利用を可能にしている。このよ

うなデイサービスの運営システムの支援効果との

関係を理解することは、運営システムを制度の側

から捉えるだけでなく、利用者への支援効果の側

面からメリットを見出し積極的に活用することを

意識化させる。今回の結果からは「途絶えていた

人間関係を取り戻す」や「当事者間で相互支援す

る」支援効果を生み出すためには、集団が同質性

のみならず異質性の要素をもっていることが必要

である事がわかった。これらの支援効果に限って

言えば、介護の状態像で利用サービスをわけるの

ではなく、障害の種類や状態、生活歴、性別、年

齢など多様な人々が混在していて、初めて利用者

間の相互作用が有効に働いてくるのである。費用

効率からのみ介護度別のグルーピングを行うこと

は、支援効果という点では必ずしも最適ではなく、

同質性と異質性のバランスを上手に活用していく

ことこそ重要であることが導かれてくる。デイ

サービスの運営基準がどのようにあるべきかを、

現場職員側からデイサービスの本質的な支援効果

との関係で提案することもできるのではなかろう

か。

５．まとめ

今回の一連の研究の意義は、デイサービスの支

援効果を利用者側から明らかにし、そこからの分

析によりデイサービス職員に求められる支援技能
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を明らかにした点である。ケアの視点が利用者主

体に移行している時代にあって、職員側からの視

点で構築されてきた従来の専門的技能体系には限

界があると考えられる。また、国によるデイサー

ビス事業化から30年が経過しているが、その間に

デイサービスの実践現場で積み重ねられてきた支

援技法を新しく誕生し続けるデイサービス現場職

員に伝承し、更なるデイサービスの質の向上を

図っていくことは急務であると考える。今回の調

査研究は一部の利用者へのインタビュー調査には

じまっているため、デイサービスには様々なニー

ズを持つ利用者や家族がいることを考えれば、一

部利用者の支援効果に基づくという限界は無論存

在する。また、分析作業にあたっては、現場職員

の実践経験をもとにした作業であるため、主観性

が強い側面は否めず、データの客観性については

更に今後の検証作業を継続していく必要がある。

しかし、現場実践の実績から支援理論への流れを

生み出す作業はいまだ不十分な状況にあり、多忙

な現場職員の参加を得て研究を行っていくことは

今後も重要である。デイサービスの支援技能を利

用者が自分の意思と力で活路を見出していく自立

支援の視点から、広く支援環境づくりという概念

で明らかにする事を試みた本研究は仮説の域をで

ていないが、新しいデイサービス研究の一歩とな

ることを念じている［8］。

注

［1］ 厚生統計協会「厚生の指標　国民の福祉の

動向　2006年　第53巻第12号」P270 統計表

第85表　社会福祉施設等数 による

［2］ 厚生労働省「平成17年　介護サービス施設・

事業所調査」による

［3］ 厚生労働省「平成17年度　介護給付費実態

調査結果の概況（平成17年5月審査分～平成

18年4月審査分）」による

［4］ 東京都社会福祉協議会 高齢者在宅サービス

センター・在宅介護支援センター部会「デ

イサービスの支援効果調査研究報告～利用

者インタビュー活動を通じて～」2004年

［5］ 岡本は『ソーシャルワークの技能』ミネル

ヴァ書房，P10，2004年において、「ソーシャ

リワークのスキルとは、クライエントの生

活・人生における価値の実現に向けて、ソー

シャルワーカーの自己の感覚・直観、生活・

人生における経験、教育・訓練による学習

経験・専門職としての実践経験などの経験

知（実践知）を呼び覚まし、科学知識体系

を選択的・効果的・創造的に用いることの

できる実践能力の総体（コンピテンス）を

通して具現される熟練した技（わざ）をい

う。」と述べている。この解釈に基づき本論

文においても、デイサービス職員が利用者

の利用目的の達成にむけて用いる、価値倫

理観、社会福祉援助技術、介護、リハビリテー

ション、看護、環境整備、マネジメント、

などの技術と能力の総体を支援技能と呼ぶ。

［6］ ユリエル・コーヘンとジェラルド・Ｄ・ワ

イズマンは「老人性痴呆症のための環境デ

ザイン」彰国社，2000年において、人間―

環境システムの構成に関する概念的枠組み

として、「社会的環境」「物理的環境」「運営

的環境」の3つの要素をあげている。児玉桂

子は「痴呆性高齢者への環境支援指針

（PEAP）を用いた施設環境作り実践ハンド

ブック」2004年において、入居者の生活の

質を向上させる良いケアを行うために環境

を総合的にとらえる必要を述べ、「社会的環

境」「物理的環境」「運営的環境」の3要素を

あげている。

［7］ デイサービス利用者へのインタビューにお

いて、「デイサービスに参加したことで生活

上の困難が解決した」「自分や家族の気持ち

や生活がプラスに変化した」「デイサービス

が自分に生活の役に立っている」など語っ

ているセンテンスを抜き出して、支援効果

センテンスとした。

［8］ 本論文の後半部分にあたる「デイサービス

支援効果の誘因分析作業の報告書」は、平

成19年度上半期に東京都社会福祉協議会セ

ンター部会から出る予定である。
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Abstract

　We researched the support effect of day service by interview to user. We used Grounded Theory approach and 
got 15 categories of the effect that user recognized about day service. We analyzed factors that brought effects of 
day service, by “environment” “staff ’s skill” “group dynamics” “management”. We found the system and 
structure of support skill in day service. Environment-factor meant, for example, making barrier-free environment 
for user with handicaps to participate in many programs and making various corners to join members. Support 
skill-factor meant, for example, rapport between stuff and user and intervention in a group to develop their 
membership. Member has Self-help ability and it was an important factor. Management-factor meant, for 
example, the system of admission and teamwork. We found out that 3 factors, environment, support by stuff and 
member, management, operated mutually and made effects of day service.

Key Words: day service, interview, support for independence, support effect, support skill 


